
◇研修の実際
(講義・演習・実習のすすめ方)

◇令和６年度 受講試験の概要



研修の実際：年間計画

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

開講式 修了式

共通科目・区分別科目・e-ラーニング

特定行為研修

①
登
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４
日
間

②
登
校

６
日
間

③
登
校

11
日
間

認定看護分野

臨地実習

ケース
レポート
・

修了試験
摂食嚥下障害看護・集合研修

臨地実習



カリキュラム：受講科目と時間数

分野 科目名 時間数

共通科目

臨床病態生理学 40

臨床薬理学 60

臨床推論 60

フィジカルアセスメント 60

疾病・臨床病態概論 54

医療安全学／特定行為実践 61

区分別
科目

栄養及び水分管理に係る
薬剤投与関連

22

※1時間を45分で計算

特定行為研修 認定看護分野
分野 科目名 時間数

共通科目

指導 15

相談 15

看護管理 15

専門科目

リハビリテーション総論 15

摂食嚥下障害病態論 30

摂食嚥下障害機能評価論 30

摂食嚥下障害看護技術論 30

リスクマネジメント論 30

摂食嚥下障害援助論Ⅰ 30

摂食嚥下障害援助論Ⅱ 15

摂食嚥下障害援助論Ⅲ 30

摂食嚥下障害援助論Ⅳ 15

実習 統合演習／臨地実習 15／150



特定行為研修のすすめ方

分野 科目名 時間数

共通科目

臨床病態生理学 40

臨床薬理学 60

臨床推論 60

フィジカルアセスメント 60

疾病・臨床病態概論 54

医療安全学／特定行為実践 61

区分別
科目

栄養及び水分管理に係る
薬剤投与関連

22

全日病病院協会e-ラーニングで知識獲得

1講義60分程度

e-ラーニングの自己学習(場所は自由)

各講義の最後に確認テストを行う

学習時間は３時間／日程度を想定

2～3科目を日程の区切りとする

集合研修前に、演習の事前学習を行う

集合研修時に、筆記試験を行う

集合研修後に、事後課題を行い提出する



特定行為研修のすすめ方

分野 科目名 時間数

共通科目

臨床病態生理学 40

臨床薬理学 60

臨床推論 60

フィジカルアセスメント 60

疾病・臨床病態概論 54

医療安全学／特定行為実践 61

区分別
科目

栄養及び水分管理に係る
薬剤投与関連

22

全日病病院協会e-ラーニングで知識獲得

2～3科目を日程の区切りとする

集合研修前に、演習の事前学習を行う

集合研修時に、筆記試験を行う

集合研修後に、事後課題を行い提出する



特定行為研修中のサポート体制
学習計画表を月に１度提出して頂き、その進

捗状況を 1回／週確認し、必要に応じて連絡

e-ラーニングサイト及び教員による質問への対応

Zoomを使用した同期の集まり

令和５年度　17期生　受講生　学習計画表 資料３

4月 ５月 6月 ７月 ８月 ９月

勤務 学習計画 勤務 学習計画 勤務 学習計画 勤務 学習計画 勤務 学習計画 勤務 学習計画

1日 土 月 ⑱⑲⑳ 木 ⑩⑪⑫ 土 火 ㉝㉟㊱ 金 試験勉強

2日 日 火 ㉑㉒㉓ 金 ⑬⑯⑰ 日 水 ㊲㊳㊴ 土

3日 月 水 土 月 試験勉強 木 ①②③ 日

4日 火 木 日 火 試験勉強 金 ④⑤⑥ 月 集合研修

5日 水 金 月 ⑱⑲⑳ 水 土 火 集合研修

6日 木 開講式 土 火 ㉑㉒㉔ 木 集合研修 日 水 集合研修

7日 金 ①②③ 日 ㉔㉕㉖ 水 ㉕㉖㉗ 金 集合研修 月 ⑨⑫⑬ 木 集合研修

8日 土 月 ㉗㉘㉙ 木 ㉙㉚㉛ 土 火 ⑭⑮⑯ 金 集合研修

9日 日 火 ㉚㉛㉜ 金 ㉜ 日 水 ⑰⑱⑲ 土

10日 月 日勤 ④⑤⑥ 水 ㉝㉞㉟ 土 月 集合研修 木 ⑳㉔㉕ 日

11日 火 日勤 ⑦⑧⑨ 木 ㊱㊲㊶ 日 火 集合研修 金 月 集合研修

12日 水 休み ⑩⑪⑫ 金 ㊷㊸ 月 ㉟㊱ 水 集合研修 土 火 集合研修

13日 木 夜勤 ⑬⑭⑮ 土 火 ①②③ 木 集合研修 日 水 集合研修

14日 金 明け ⑯⑰⑱ 日 水 ④⑤⑥ 金 事後課題 月 ㉗㉘㉙ 木 集合研修

15日 土 月 事前課題 木 ⑦⑧⑨ 土 事後課題 火 ㉟㊱㊵ 金 集合研修

16日 日 火 事前課題 金 ⑩⑪⑫ 日 水 ㊷ 土

17日 月 ⑲ 水 試験勉強 土 月 木 ①②③ 日

18日 火 ⑳㉑㉒ 木 試験勉強 日 火 ①②③ 金 ④⑤⑥ 月

19日 水 ㉓㉔㉕ 金 試験勉強 月 ⑬⑭⑮ 水 ④⑤⑥ 土 火 集合研修

20日 木 ㉖㉗ 土 火 ⑯⑰⑱ 木 ⑦⑧⑨ 日 水 事後課題

21日 金 ノートまとめ 日 水 17期生集い ㉙㉚㉛ 金 ⑩⑪⑫ 月 ⑦⑧⑨ 木 事後課題

22日 土 月 集合研修 木 ㉜㉝㉞ 土 火 ⑩⑫⑬ 金 事後課題

23日 日 火 集合研修 金 ㊱㊲㊳ 日 水 ⑭⑮ 土

24日 月 ①②③ 水 集合研修 土 月 ⑬⑭⑮ 木 事前課題 日

25日 火 ④⑤⑥ 木 集合研修 事後課題 日 火 ⑯⑰⑱ 金 事前課題 月 実習

26日 水 ⑦⑧ 金 事後課題 月 ㊴㊵㊷ 水 ⑲⑳㉑ 土 火 実習

27日 木 ⑫⑬⑭ 土 火 ㊸㊹㊺ 木 ㉒㉓㉔ 日 水 実習

28日 金 17期生集い ⑮⑯⑰ 日 水 ㊻㊼㊽ 金 ㉕㉖㉗ 月 事前課題 木 実習

29日 土 月 ①②③ 木 事前課題 土 火 事前課題 金 実習 10月20日まで

30日 日 火 ④⑤⑥ 金 事前課題 日 水 試験勉強 土

31日 水 ⑦⑧⑨ 月 ㉘㉛㉜ 木 試験勉強

①4月10日17時まで提出 ②５月30日17時まで提出 ③６月30日17時まで提出 ③7月30日17時まで提出

受講生番号： 氏名： 作成日：
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特定行為研修のすすめ方

分野 科目名 時間数

共通科目

臨床病態生理学 40

臨床薬理学 60

臨床推論 60

フィジカルアセスメント 60

疾病・臨床病態概論 54

医療安全学／特定行為実践 61

区分別
科目

栄養及び水分管理に係る
薬剤投与関連

22

臨床病態・臨床推論を活用した実技の実践

医師による身体診察手技の演習

症例を用いた、グループワークを行う

OSCE(Objective Structured Clinical 
Examination) ：客観的臨床能力試験を用いた
個人実技の観察評価



原則、受講生の所属施設（自施設）で行う

継続して臨床実習指導医の指導やサポートを受けやすいため、その後の実践につなげられる。

自施設実習が困難な場合は本課程の連携協力施設で実習を行う

※出願前にご相談ください。

特定行為研修：臨地実習
実習内容
【特定行為区分】栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連

【行為】１．持続点滴中の高カロリー輸液の投与量の調整
２．脱水症状に対する輸液による補正



実習施設要件１

1行為につき、5症例以上の症例数の確保が可能

実習期間

例：2023年９月25日 ～ 10月20日 (約１カ月間)

行為 １．持続点滴中の高カロリー輸液の投与量の調整・・・５症例

２．脱水症状に対する輸液による補正・・・・・・・・・・・・ ５症例

特定行為研修：臨地実習



実習施設要件２

・医療安全体制を構築していること

・緊急時の対応体制を構築していること

・患者からの相談等に応じる体制を確保していること

特定行為研修：臨地実習



実習指導者の要件

少なくとも1名以上は、施設に勤務する医師であること

【医師・歯科医師】

7年以上の臨床経験を有し、かつ医学教育・医師・歯科医師臨床研修
における指導経験を有する者

【看護師】以下のいずれか

・特定行為研修修了者

・専門看護師及び認定看護師

・大学等での教育・指導経験を有する看護師

特定行為研修：臨地実習



認定看護分野のすすめ方

※1時間を45分で計算

分野 科目名 時間数

共通科目

指導 15

相談 15

看護管理 15

専門科目

リハビリテーション総論 15

摂食嚥下障害病態論 30

摂食嚥下障害機能評価論 30

摂食嚥下障害看護技術論 30

リスクマネジメント論 30

摂食嚥下障害援助論Ⅰ 30

摂食嚥下障害援助論Ⅱ 15

摂食嚥下障害援助論Ⅲ 30

摂食嚥下障害援助論Ⅳ 15

実習 統合演習／臨地実習 15／150

集合研修で講義・演習・実技を身に着ける

月～金曜日に登校する

時間割は、９時～18時

大学の設備を使用する

著名な講師の講義

豊富で経験豊かな卒業生からの授業



認定看護分野のすすめ方

※1時間を45分で計算

分野 科目名 時間数

共通科目

指導 15

相談 15

看護管理 15

専門科目

リハビリテーション総論 15

摂食嚥下障害病態論 30

摂食嚥下障害機能評価論 30

摂食嚥下障害看護技術論 30

リスクマネジメント論 30

摂食嚥下障害援助論Ⅰ 30

摂食嚥下障害援助論Ⅱ 15

摂食嚥下障害援助論Ⅲ 30

摂食嚥下障害援助論Ⅳ 15

実習 統合演習／臨地実習 15／150

集合研修で講義・演習・実技を身に着ける

月～金曜日に登校する

時間割は、９時～18時

大学の設備を使用する

著名な講師の講義

経験豊かな卒業生からの実技指導



臨地実習

実習期間

例 ： 病院実習 2024年1月15日 ～ 2月19日

在宅実習 2024年2月20日 ～ ３月1日 (期間内で2日程度)

実習施設

・茨城県内8施設

・茨城県外2施設（東京・千葉）

認定看護分野のすすめ方



◇令和６年度 受講試験の概要



募集人員

※茨城県内勤務の方を対象に5名程度の茨城枠あり

認定看護分野名 募集人員

摂食嚥下障害看護 20名



出願資格

1. 日本国の看護師免許を有する者

2. 看護師免許取得後、通算5年以上実務研修(＝実践)をしていること

3. 特定看護分野(＝摂食嚥下障害看護)の以下の基準を満たすこと

１）通算3年以上、摂食嚥下障害患者が多い領域での看護実績を有する者

２）摂食嚥下障害患者を5例以上担当した実績を有する者

３）現在、摂食嚥下障害患者の看護に携わっていることが望ましい



出願提出書類

1. 受講願書（様式1）

2. 履歴書（様式2-1、様式2-2、様式2-3）

3. 実務経験報告書（様式3-1、様式3-2）

4. 勤務証明書（様式4）

5. 推薦書（様式5）

6. 摂食嚥下障害看護：志望理由書（様式6）

7. 摂食嚥下障害看護：事例報告書（様式7）

8. 特定行為研修自施設情報（様式8）

9. 看護師免許証の写し（A4版縮小コピー各1部）

10. 写真票及び受験票

11. 検定料納付書及び領収証書

12. 受講検定料（払込額の普通郵便為替証書）

13. 受験票郵送用封筒



書類作成上の注意

入学要件についての書類

要件１：看護師資格

履歴書（様式2-1）、看護師免許証の写し

要件２：実務研修5年以上

実務経験報告書（様式3-1、様式3-2）

勤務証明書（様式4）

要件３：摂食嚥下障害看護分野の実務研修3年以上

実務経験報告書（様式3-1、様式3-2）

事例報告書（様式7）

募集要項の記入例を参照し、
漏れがないように
記入してください。



摂食嚥下障害看護：事例報告書(様式７)

患者プロフィール アセスメント・看護上の問題・看護の実践と評価

事例№.１
受け持ち期間：
年齢： 性別：
疾病及び障害状況

NST回診時などで、受け持った患者でもよい。
チームの中で看護師として、どのようにアセスメント・看護上の問題を立案・
看護を実践し評価したのかがわかるように記載。



特定行為研修自施設情報（様式８）

施設分類 施設名称

① 所属施設 ○○大学付属病院

② 関連施設 県立○○病院

③ 関連施設

１．自施設で実習することが可能である( 可能 ・ 不可能 )

２．「可能」と回答された方のみ、自施設情報を記入。

１） 実習を行う予定施設リスト



区分別科目名 特定行為名

実習を行う施設
の番号
(番号を記入
する）

1ヵ月で対象とな
る症例が5例以
上ある場合、〇
を記入

指導者がいる場
合、〇を記入

栄養及び水分管
理に係る薬剤投
与関連

持続点滴の高カロ
リー輸液の投与量
の調整

① 〇 〇

脱水症状に対する
輸液による補正 ② 〇 〇

２) 特定行為に関する施設情報

特定行為研修自施設情報（様式８）



書類審査

審査内容

提出書類に不備がないか

入学要件・認定審査受験要件

受験が認められた方には受験票を2023年8月31日（木）

期日指定郵便で発送します。



受講試験の日程

内容
日時

令和5年9月9日（土）

筆記試験 小論文 10:00～11:00
専門科目 11:30～12:30

面接試験 個人面接 13:30～16:00（予定）

試験会場：茨城県立医療大学



出願期間

願書受付期間（当日消印有効）

令和5年7月31日（月）～ 8月14日（月）

※一次試験で定員20名に満たない場合に実施

一次募集

二次募集



受講検定料

検定料

52,380円

納入方法

52,380円の普通為替証書を郵便局で購入し、

書類と一緒に提出する。

注意） 普通為替証書は指定受取人に「茨城県立医療大学」
と記入し、それ以外は何も記入しないでください



茨城県立医療大学



合格発表

掲示 令和5年９月22日（金）午前10時

ホームページ
掲載

令和5年９月22日（金）午後1時～
10月２日（月）午後5時迄

郵送 令和5年9月27日（水）



受講手続き

期間：令和５年９月28日（木）～ 10月６日（金）期間内必着

受講料（税込）

1,133,330円（茨城県内の者）

1,185,720円（茨城県外の者）

※納付は令和６年4月末（令和6年度開講式後に納付書を発送）

その他の経費（自己負担となるもの）

講義等で使用する図書・教材費

実習中の交通費・宿泊費・保険料・PCR検査代 等



募集要項請求方法

●方法１ 茨城県立医療大学HPよりテレメールで請求

①茨城県立医療大学HPを
開き、認定看護師教育課程
をクリック

②令和6年度受講希望者
向け試験情報をクリック

③資料請求をクリック
↓

資料請求ページの案内
に従い入力する



募集要項請求方法

●方法２ 本学の教務課窓口で配布

〇教務課窓口営業時間

月曜日～金曜日の８時３０分から１７時

（祝日を除く）

〇本学住所

〒300-0394

茨城県稲敷郡阿見町阿見4669-2

ご不明な点等ございましたら、事務局までご連絡ください。
TEL：029-888-4000 内線7777
Mail :ninntei-enge@ipu.ac.jp


